
専門科目

＜環境⼯学＞
DP(1,2,4)

*資源エネルギー変換特論

＜産業・経済＞
DP(1,4)

⽣命科学
社会科学
科学技術論

DP(1,2,3,4,5,6)
*知能情報システム⼯学特別演習 *知能情報システム⼯学特別研究

＜⾔語処理＞
DP(1,2,3)

応⽤知識システム設計特論
感性情報処理特論

＜情報・通信＞
DP(1,2,3)

マルチメディア伝送⼯学特論
情報集積設計学
情報基盤システム特論

＜知能・システム＞
DP(1,2,3,4)

⾃律適応システム⼯学
知能情報システム設計特論
並列・分散処理システム設計特論

＜計測・マルチメディア＞
DP(1,2,3,4)

視覚パターン処理⼯学

＜国際・コミュニケーション>
DP(3,5,6)

国際先端技術科学特論1
国際先端技術科学特論2 
プレゼンテーション技法(D) 

＜キャリア・倫理＞
DP(1,2,4,5)

ニュービジネス特論
⻑期インターンシップ(D) 
企業⾏政演習(D) 
知的財産論

＜プロジェクト＞
DP(1,2,5,6)

技術経営特論
課題探求法(D) 
ビジネスモデル特論

システム創⽣⼯学専攻 知能情報システム⼯学コース(博⼠後期課程) 
カリキュラムマップ

＊付き科目は必修科目を表す

ディプロマポリシー(DP) １．専門知識と卓抜した技能：工学における幅広い教養と情報通信及び知能工学における専門的な知識及び卓抜したスキルを備え，
即戦力として実社会で応用する能力を有する。

２．問題解決能力と創造能力：問題を発見，設定，分析，解決するだけでなく，それをヒントに新しいものを生み出す能力を有する。
３．論理的表現能力：問題とその解決方法及び解決結果を明確かつ論理的に表現する能力を有する。
４．自立的学習能力：未知の分野に対する興味を持ち，不足している知識があれば，自発的に修得する能力を有する。
５．コミュニケーション及びリーダシップ能力：コミュニケーション及び役割分担を確立して，グループによる共同プロジェクトを管理運営する能力を有する。
６．国際的なネットワーク構築及び情報発信能力：国内のみならず国際社会に対して，情報を発信したり，吸収したりする能力を有する。


